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本日の散歩コース ① 

向
日
市
文
化
資
料
館

　

延
暦
三
年
（
７
８
４
）
か
ら
延
暦
十
三
年
（
７
９
４
）
年
ま
で
の
都
「
長
岡
京
」

に
関
す
る
発
掘
成
果
を
常
設
展
示
す
る
資
料
館
で
す
。

　

長
岡
京
全
体
の
復
元
模
型
を
は
じ
め
、
都
の
「
衣
」・「
食
」・「
住
」
等
の
テ
ー

マ
で
展
示
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
毎
年
民
俗
資
料
、
古
文
書
資
料
な
ど
の
特
別
展
示
も
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

※ 

長
岡
京
遷
都
を
主
導
し
た
メ
ン
バ
ー

※ 

長
岡
京
遷
都
の
様
子

1

　

桓
武
天
皇
が
平
城
京
を
廃
し
て
最
初
に
造
営
し
た
都
「
長
岡
京
」。
こ
の
長
岡

京
遷
都
を
境
に
時
代
は
平
安
時
代
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
文
献
の
記
録
を
足
が
か
り
に
長
岡
宮
を
散
策
し
、
桓
武
天

皇
が
目
指
し
た
夢
の
跡
を
偲
び
た
い
と
思
い
ま
す
。



② 
元
稲
荷
古
墳

③ 

向
日
神
社

前方部の葺石　検出状況（『向日丘陵の前期古墳』より）復元された特殊器台形埴輪と壺形土器
（『向日丘陵の前期古墳』より）

向日神社の境内

元稲荷古墳の復元模式図

2

★ 
古
墳
時
代
前
期
（
３
世
紀
末
）
京
都
盆
地
最
古
級
の
前
方
後
方
墳
で
、

全
長
は
約　
ｍ
、
後
方
部
の
高
さ
は
約
７
ｍ
あ
り
ま
す
。

　

墳
丘
か
ら
は
特
殊
器
台
形
埴
輪
や
壺
形
土
器
と
い
っ
た
、
古
墳
出
現
期

の
埴
輪
が
出
土
し
、
墳
丘
全
面
に
葺
石
が
葺
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
方
部
に
は
現
在
給
水
塔
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
給
水
塔
を
作
る

際
に
、
全
長　
ｍ
の
竪
穴
石
室
が
発
見
さ
れ
、
刀
剣
、
槍
な
ど
の
副
葬
品

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
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★ 

平
安
時
代
の
「
延
喜
式
神
名
帳
」

に
「
乙
訓
坐
火
雷
神
社
」
な
ど
と
共

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
所
謂「
式
内
社
」。

　

祭
神
は
、
現
在
で
は
向
日
神
、
火

雷
神
、
玉
依
姫
命
、
神
武
天
皇
を
祀
っ

て
い
ま
す
が
、
火
雷
神
、
玉
依
姫
命
、

神
武
天
皇
の
三
柱
は
鎌
倉
時
代
に
合

祀
さ
れ
た
も
の
。
現
在
火
雷
神
、
玉

依
姫
命
、
建
角
身
命
を
祀
る
長
岡
京

市
・
角
宮
神
社
と「
乙
訓
坐
火
雷
神
社
」

（
乙
訓
社
）
を
巡
る
対
立
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

本
殿
は
室
町
時
代
に
建
て
ら
れ
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
明
治
神
宮
の
本
殿
の
モ
デ
ル

に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
社
に
は
紙
本
墨
書
「
日
本
書
紀
」

巻
第
二
神
代
下
（
国
重
要
文
化
財
）

な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
と
く
に
に
い
ま
す
ほ
の
い
か
づ
ち

た
ま
よ
り
ひ
め

た
け
つ
ぬ
み

む
こ
う



大
極
殿
関
係 ★ 

大
極
殿
地
区
は
回
廊
で
囲
ま
れ
、
中
に
天
皇
が
臨
席
す
る
大
極
殿

と
控
え
の
間
と
し
て
の
後
殿
（
平
安
京
で
は
小
安
殿
）
が
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
極
殿
と
後
殿
は
廊
下
で
連
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
極
殿
地
区
と
朝
堂
院
地
区
で
出
土
す
る
瓦
は
ほ
と
ん
ど
が
難
波

宮
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
難
波
宮
か
ら
の
移

設
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

⑤ 

大
極
殿

「複廊」の模式図

第二次内裏の遺構

→

★ 

延
暦
八
年（
７
８
９
）の『
続
日
本
紀
』の
記
事
に
よ
り
、延
暦
三
年
に
天
皇
が
平
城
京
か
ら
移
っ

た
の
が
「
西
宮(

第
一
次
内
裏)

」
で
、
現
在
国
史
跡
に
な
っ
て
い
る
、
大
極
殿
の
東
に
あ
る
内

裏
が
「
東
宮(

第
二
次
内
裏)

」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
東
宮
」
か
ら
は
平
城
宮
式
の
軒

瓦
が
た
く
さ
ん
出
土
し
て
お
り
、
平
城
宮
を
解
体
し
た
資
材
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て

い
ま
す
。

　

延
暦
十
年
の
、
平
城
宮
の
諸
門
の
解
体
・
移
築
は
、
平
城
宮
解
体
の
最
終
段
階
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
岡
京
で
は
内
裏
は
政
治
の
場
で
あ
る
大
極
殿
・
朝
堂
院
地
区
か
ら
分
離
・

独
立
し
ま
す
。
こ
れ
は
平
安
京
へ
も
引
き
継
が
れ
ま
す
。

3

④ 「
西
宮
」（
第
一
次
内
裏
）

に
し
み
や

⑥ 「
東
宮
」（
第
二
次
内
裏
）

ひ
が
し
み
や

★ 

『
続
日
本
紀
』
に
は
延
暦
三
年
（
７
８
４
）
六
月
十
日

の
造
営
開
始
か
ら
五
ヶ
月
後
の
十
一
月
に
は
も
う
天
皇
並

び
に
中
宮
（
母
親
）、
皇
后
が
平
城
京
か
ら
長
岡
京
へ
と

移
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。。

　

こ
れ
は
、
こ
の
頃
に
は
内
裏
が
完
成
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
内
裏
を
「
第
一
次
内
裏
＝
西
宮
」
と
呼
ん
で
お
り
、

完
成
の
早
さ
か
ら
、
難
波
宮
の
内
裏
を
移
築
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
　
月
、方
形
に
区
画
す
る
掘
立
柱
形
式
の
回
廊
（
複

廊
）
の
北
西
コ
ー
ナ
ー
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
難
波
宮
式
軒
瓦
を
伴
い
、
大
極
殿
の
中
軸
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
こ
と
や
、
柱
の
間
隔
が
後
期
難
波
宮
の
内
裏
と
一

致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
遷
都
当
初
に
大
極
殿
・
朝
堂
院

と
と
も
に
後
期
難
波
宮
か
ら
移
建
さ
れ
た
第
一
次
内
裏
相

当
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

12



★ 

百
官
が
参
集
し
、
朝
議
や
外
国
の
使
節
を
迎
え
る
場
と
な
る
「
朝

堂
院
」
は
、
当
初
「
太
政
官
院
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

長
岡
京
の
後
半
に
は
「
朝
堂
院
」
と
改
名
さ
れ
た
の
で
す
。

★ 

朝
堂
院
は
八
棟
の
建
物
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
配
列
は
難
波
宮
と
一
致
し
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
難
波
宮
の
移
設
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

朝
堂
院
南
門
（
平
安
宮
で
は
会
昌
門
）
の
両
側
に
は
楼
閣
が
付
属
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
楼
閣
は
長
岡
宮
で
始
ま
り
、
平
安
宮
へ
と

受
け
継
が
れ
ま
す
。

　

現
在
、
朝
堂
院
西
第
四
堂
、
南
門
、
南
面
回
廊
、
楼
閣
の
一
部
が
国
史
跡

と
な
り
、
公
園
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
延
暦
十
一
年
十
一
月
三
日
）

⑦ 
築
地
跡

⑧ 

朝
堂
院

4

★ 

一
九
七
九
年
、
水
路
工
事
の
際
偶
然
発

見
さ
れ
た
瓦
葺
き
の
土
塀
跡
。
基
底
幅　

ｍ
、
推
定
高　
ｍ
の
塀
跡
が　
ｍ
に
わ
た
っ

て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
岡
京
の
遺
構
が
立
体
的
な
構
造
物
と

し
て
残
っ
て
い
る
例
は
稀
で
す
。
こ
の
よ

う
な
大
規
模
な
工
事
に
は
、
多
く
の
人
の

力
が
結
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

造
営
開
始
か
ら
半
年
後
、
私
財
を
投
じ

て
造
営
に
貢
献
し
た
人
々
に
位
階
が
授
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
渡
来
系
氏
族
、
秦
氏
は

長
岡
京
造
営
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

4.5

63

2.1


